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１．まえがき  

 車両交通に伴う振動は、都市内の主要な環境振動問題であり、以前にもまして強く望まれるケースが非常に

多くなってきている現状にある。特に地盤条件によっては、地盤内に伝播された振動が表層地盤の卓越振動数

と合致し、振動が励起され、その周辺地盤への影響が大きくなることもあり、振動障害を防ぐ対策が強く望ま

れている。筆者らは発泡ポリスチレン排水材として利用されているチップドレンを防振壁材料として用いた防

振対策工法の開発を進めている。本材料は、連続した空隙による優れた排水性、高い圧縮強度を有する材料で

あり、連続した空隙による高減衰性、地下水の高い地盤での適用性が高い等の特徴を有し、現地振動実験 1),2)

において壁長 H=3.0m の条件で 5～15Hz の周波数において 5～10dB 程度の振動低減効果を確認している。また

土－防振壁－土の３層モデルを用いた波動透過理論により、低減効果を定量的に把握できることを確認してい

る。本論文は、より周波数の高い列車走行においてチップドレンを用いた防振壁による防振効果を確認するこ

とを目的として試験施工を行った結果について報告するものである。 
 

２．現地振動実験  

 原位置の地盤条件は深さ3.0m程度までＮ値10以下のシルト

質砂が存在し、その下位に砂礫層が堆積する地盤である。砂礫

層の下位は基盤層である。現地は、写真―１に示すように鉄道

盛土の法尻から1.5m離れた位置に地表面から-0.5mの位置に、

深さ方向に2m、幅0.5mの防振壁を延長20mの区間に設置した。 

計測は、列車走行時の振動低減効果を確認するため、図－１

に示すような位置に鉛直・水平方向の加速度センサー（軌道面

から 4.0m,8.0m,13.0m,21.0m）を設置し、振動加速度レベルの

測定を行った。また防振壁を設置していない区間を対象として

図－１と同様の計器配置で無対策区間の振動計測を行い、防振

壁設置区間との比較を行った。 

 

３．実験結果及び考察 
チップドレン防振壁設

置区間と無対策区間にお

ける鉛直方向の振動加速

度レベルを図－２に示す。 
図の横軸は軌道面（振動

源）からの距離を示してお

り、距離減衰が確認できる。 
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図－１ 現地振動実験概要 

図－１ 現地試験施工概要図 

写真-1 現地試験施工状況
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防振壁の効果は、防振壁背面の観測点

で確認され、防振壁有りの区間は、無

い区間より振動加速度レベルが低下

している。それ以降の観測点では同じ

距離減衰で振動加速度レベルが低下

している。図－３は、観測点 4.0m で

の観測値を基準とし、その点からの振

動加速度レベルの低減量を整理した

ものである。図より、振動源からの距

離が離れるとともに振動加速度レベ

ルの低減量は大きくなるが、防振壁の

設置箇所を境に防振壁の有無による

差が見られる。防振壁のない区間に対

して防振壁の有る区間は、鉛直振動で

-3dB 程度の振動低減効果が見られる。

その効果は振動源から遠方である 13m、

21mの観測点において-2dB程度の低減

効果が見られる。一方、土－防振壁－

土の３層モデルを用いた波動透過理

論によって求めた振動低減量（-10dB

程度）と比較すると観測値は 30%程度

の低減効果であった。これは防振壁の

設置深さ、平面的な設置範囲による下

方、側方からの回折波の影響が生じて

いることが考えられる。 

図－４は、防振壁有り区間で防振壁

の設置箇所前後の観測点での加速度

フーリェｽﾍﾟｸﾄﾙを示したものである。

列車走行に伴う卓越振動数は 40Hz 前

後にあることがわかる。防振壁の前後

で 40Hz 付近のフーリェ振幅は大きく

低減しており、防振壁の設置によりこ

の周波数帯の振幅は1/3程度に低減さ

れていることがわかる。 

 ４．あとがき  

 本報告ではチップドレンを用いた

防振壁の試験施工を実施し、周波数の

高い列車走行時の振動低減効果を確認し、 

-3dB 程度の低減効果であることが判った。今後、当該工法の防振効果の評価・設計手法、コスト縮減を含め

た施工方法を確立するための検討を進める予定である。 
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図－４ 防振壁前後のフーリェスペクトル 

図－２ ﾁｯﾌﾟﾄﾞﾚﾝとｿｲﾙｾﾒﾝﾄ複合壁体の距離減衰 

図－２ ﾁｯﾌﾟﾄﾞﾚﾝ防振壁の距離減衰 

図－３  ﾁｯﾌﾟﾄﾞﾚﾝ防振壁の振動低減量 
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